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植生はクヌギ、コナラ、クリなどを含む雑木林である。調査は 2006年 10月を除き、2005年 4月か
ら 2007年 6月まで行った。
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２．捕獲方法
捕獲に用いたシャーマントラップは、主に市販の魚肉ソーセージを餌に、巣穴と思われる付近へ、

























採集日 発育段階 性別 体長(mm) 体重(g) 備 考
2005.04.20 成体 ♀ 68  34 胎児 6匹
21 ― ― ― ― 測定前に逃亡
幼体 不明 48  10
 
05.13 成体 ♂ 78  35
成体 ♀ 73  33
 
20 幼体 ♀ 73  9
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幼体 ♀ 65  8
 
06.02 成体 ♂ 80  40
 
17 ― ― ― ― 測定前に逃亡
11.02 成体 ♂ 92  45
 
03 成体 ♀ 86  30
 
12.08 幼体 ♂ 70  15
 
2006.01.19 成体 ♂ 80  31 精巣長径比率 16.25％
26 亜成体 ♂ 70  26 生存個体
幼体 ♂ 64  19 生存個体
成体 ♀ 94  34
 
02.02 成体 ♂ 75  35 精巣長径比率 13.33％
成体 ♂ 93  34 精巣長径比率 18.28％
亜成体 ♂ 74  26 生存個体
亜成体 ♂ 70  25 精巣長径比率 11.43％
亜成体 ♀ 70  24
 
02.09 成体 ♂ 74  37 精巣長径比率 14.05％
亜成体 ♂ 69  26 精巣長径比率 15.22％
幼体 ♂ 55  15 精巣長径比率 16.55％
亜成体 ♀ 58  20
幼体 ♀ 60  16
 
02.16 成体 ♂ 75  36 生存個体
03.30 亜成体 ♂ 68  27 精巣長径比率 20.59％
成体 ♀ 77  43 胎児 7匹
成体 ♀ 65  31 胎児 5匹
04.13 成体 ♂ 73  35 精巣長径比率 15.89％
幼体 ♂ 55  10 精巣長径比率 7.27％
成体 ♀ 68  32
幼体 ♀ 53  16
 
20 成体 ♂ 60  31 生存個体
亜成体 ♀ 50  21
幼体 ♀ 47  16
 
28 亜成体 ♀ 47  23
 
05.25 亜成体 ♀ 52  25
 
26 成体 不明 58  30 生存個体
06.01 亜成体 ♂ 68  24 精巣長径比率 11.76％
02 幼体 ♀ 52  11
 
09.01 成体 ♂ 70  36 生存個体
11.16 亜成体 ♂ 90  27 精巣長径比率 11.11％
成体 ♀ 98  42
 
21 亜成体 ♀ 70  20
幼体 ♀ 65  18
 
12.01 成体 ♂ 86  37 精巣長径比率 11.63％
成体 ♂ 90  35 精巣長径比率 11.11％
成体 ♀ 80  35
ぐんま昆虫の森におけるアカネズミの繁殖周期 63
亜成体 ♀ 74  25
 
2007.01.16 亜成体 ♂ 76  21 精巣長径比率 7.89％
02.08 亜成体 ♂ 74  28 精巣長径比率 22.97％
23 成体 ♂ 92  40 精巣長径比率 14.13％
亜成体 ♂ 78  20 生存個体
03.08 成体 ♂ 80  35 精巣長径比率 21.25％
亜成体 ♂ 73  25 精巣長径比率 17.81％
04.05 成体 ♀ 85  31 胎児 4匹
04.19 亜成体 ♀ 83  29 乳頭の突出 4個
04.26 成体 ♂ 93  45 精巣長径比率 15.05％；組織切片作製
05.18 幼体 ♂ 72  17 精巣長径 11.11％；組織切片作製
06.01 亜成体 ♀ 75  24
 




妊娠していた雌は、2005年 4月に 1個体、2006年 3月に 2個体、2007年 4月に 1個体捕獲されて
おり、胎児数は 2005年 4月捕獲個体では 6匹、2006年 3月捕獲個体では 7匹と 5匹、2007年 4月
捕獲個体では 4匹であった。
表２ 総捕獲数と繁殖期の雌
合計 雌 （妊娠雌）（授乳雌） 雄 不明
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に集まっている。このような精巣の状態から、この雄は繁殖状態にあると判断された。
















期を考えると、2005年 4月、5月、12月、2006年 1月と 2月に幼体が捕獲されていることから、3
















2005  2006  2007
捕獲年月
4 5 6 7 8 9  10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9  10 11 12 1 2 3 4 5 6
成体 1 2 1 ― ― ― ― 2 0 2 4 2 3 1 0 ― ― 1 ― 1 3 0 1 1 2 0 0
亜成体 0 0 0 ― ― ― ― 0 0 1 5 1 2 1 1 ― ― 0 ― 2 1 1 2 1 1 0 2
幼体 1 2 0 ― ― ― ― 0 1 1 2 0 3 0 1 ― ― 0 ― 1 0 0 0 0 0 1 0
不明 1 ― 1 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
月別合計 3 4 2 ― ― ― ― 2 1 4 11 3 8 2 2 0 0 1 0 4 4 1 3 2 3 1 2
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